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助
辞
表
記
(
完
)

五
回

を
示
す
動
詞
に
つ
く
存
続
の
リ
・
ル
を
、
ま
た
C
は
、
持
情
主
体
(

い
手
〉

お
L 、
て

の t主
意
の動
3司

ー可
官一ぁ --， 
ZFりあ
、り
ま」
れに
tこはi
--， 

有
也
L... 

「
非
無
也
」

の

の
動
作
・
状
態
の
存
続
(
ま
た
は
完
了
〉
を
示
す
リ
・
ル
・
レ
を
、
そ
れ
ぞ
れ

一
首
の
和
歌
の
文
脈
上
、
容
易
に
読
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
表
記
し
た
の
で
あ
る
。

ω
「
在
」
八
例
は
、

A
(
三
例
)
に
お
い
て
は
動
作
主
体
の
存
在
を
強
調
す

「意
警官の
--， 

が有号
L... 

通を
用主
のと
し

「

存
也
」ー

の
意
の

読
漢
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
何
デ
ア
ル
と

る
よ
う
な

い
て
特
殊
で
あ
っ
て
、
高
葉
集
の
他
の
部
分
に
あ
っ
て
は
読
添
え
表
記
と
さ
れ

に
お
い
て
は
必
ず
「
在
」
と
文
字

指
定
(
断
定
)
し
、
ま
た
、
ど
う
デ
ア
ル
と
状
態
を
示
す
「
に
あ
り
(
な
り
と

に
あ
り
円
程
り
v

に
あ
り
内
な
り
》

に
は
「
有
」
と
「
在
」
と
が
通
用
字
と
し
て
用
い
ら
れ
、
存
続
の

テ
あ
り

「
て
あ
り
」
に
は
「
有
」
が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
所
在
を
示
す
「
に
あ
る
(
な

に

あ

る

内

な

る

》

た

る

る
)
」
に
は
「
在
ー
」
が
、
存
続
の
「
た
る
」
と
「
る
」
と
に
は
「
在
」
と

る「
在
」
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
連
体
形
で
体
言
を

る

し
て
用
い

る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
、
特
に

B
(
五
例
)
の
客
体
の
居
在
を
示
す
用
法
に
お

化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

ω読
添
え
十
例
の
な
か
に
は

A
B
に
相
当
す
る

「
リ
」
は
一
例
も
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
人

の
略
体
表
記
に

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
皆
、

「
非
無
也
」

の
「
有
」
と
、

「
存
也
」

の
「
在
」
と

お
け
る
、
助
辞
「
り
」

の
文
字
化
の
表
現
性
が

に
認
め
ら
れ
る
。
人

日

が
、
助
辞
「
に
あ
り
(
な
り
〉
」
、

「
て
あ
り
」
、

「
た
る
」

(
存
続
)
、

「る」

体
歌
の
表
記
者
は
、
助
辞
「
り
」
に
先
行
す
る
動
調
の
主
語
(
主
体
〉

(
存
続
)
の
文
字
化
に
表
意
的
な
訓
読
漢
字
〈
表
意
訓
字
)
と
し
て
用
い
ら
れ

の
存
在
・
居
在

す
る
必
要
の
あ
る
と
き
は
「
存
也
」

る

2
3

「
在
」
に
よ
っ
て
「
在
」
と
文
字
化
し
、
そ
れ
以
外
の
リ
は
す
べ
て

「
居
也
」

の
意
の

た
も
の
で
あ
っ
た
。

七

結

び

格
を
主
語
と
し
て
そ
の

客
体
的
事
象
の
観
察
・
確
認
の
意
の
強
い

に
け
り

り
」
に
は
「
察
也
」
の
意
の
「
在
」
が
、
完
了
の
「
た
り
」
に
は
「
終
也
」

た

り

た

り

の
意
の
「
在
」
と
「
有
也
」
の
意
の
「
為
」
と
が
、
ま
た
客
体
的
な
神
格
・
人

に
は
「
居
也
」
の
意
の
「
在
」
が
、

右
の
一
群
に
対
し
て
、

「
に
け

記
と
し
た
の
で
あ
る
。

示
す
「
り
」

「ムハ」

(
本
号
)
と
、
六
項
に
わ
た
っ
て
、
人
麻

の
助
辞
表
記

そ
れ
ぞ

た
り
「
為
」
を
完
了
「
た
り
」
の
文
字
化
に
用
い
た
も
の
の
み
は
二
次
的
な
非
表
意

的
訓
字
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
は
「
在
」
字
の
も
っ
そ
れ
ぞ
れ
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
後
の
一
群
の
訓
読
漢

し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
「
有
也
」

の
音
山
の

以
上
、

「
ご

J

「四」

〈
寓
葉
三
三
号
)
、

「五」

(
高
葉
一
三
五
号
)
、

の
う
ち
ア
リ
系
統
と
目
さ
れ
る
語
の
文
字
化
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を

要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

字
義
に
よ



字
「
在
」

「
為
」
は
、
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
に
お
い
て
は
、
け
っ
し
て
「
有
」

字
と
共
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、

「
に
け
り
」

(
観
察
・
確
認
)
、

「
た
り
」

抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
日
ほ
ぼ

の
残
巻
や
供
文
に
そ
の
本
文
が
現
存
し
な
く
て
も
、
万
象
名
義
に
よ
っ
て
、

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

系

(
完
了
〉
、

(
居
在
)
の
文
字
化
な
の
で
あ
っ
た
。

右
の
ア
リ
系
統
の
助
辞
の
文
字
化
に
用
い
ら
れ
た

「り」

そ
の

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
、
そ
の

玉

は
上
代
日

は
、
古
い

本
人
が
し
ば
し
ば
利
用
し
た

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
小
島
憲
之
氏
の
「
上
代

に
於
け
る
学
聞
の
一
面

の
周
辺

L-

(
文
学
昭
和
必

〆ヘ

-
万
象

年
ロ
月
号
)
以
来
、
力
説
し
て
来
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に

の

在

存
也
(

-
説
文
・
万
象
名
義
〉

訓
字
と
原
本
系

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
実
例
を
挙
げ
て
説
か
れ

字
考
証
実
例
」
付
J
倒、

二
・
三
・
四
・

察
也
(
爾
雅
・
万
象
名
義
〉

て
い
る
(

終
也

-
万
象
名
義
)

七
集
)
。

居
也
(
広
雅
・
万

そ
の

に
付
し
て
言
う
な
ら
ば
、

「
有
」
に
つ
い
て
は
、

「
妙
法
蓮
花
経

為

有
也
(
万
象
名
義
)

釈
文
(
上
)
」
に
、

-， 

去
、
非
無
也
」
と
あ
る
し
、
「
為
」
に
つ
い
て
は
、

の
越
岐
の
注
「
為
、
有
也
」
が
引
か
れ
て

の
よ
う
に
見
え
て
お
り
、
ど
の
字
に
も
共
通
し
て
、
そ
の
訓
話
が
万
象
名
義
に

に
孟
子

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

象
名
義
(
高
山
寺
本
〉
に
は
、

い
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
前
稿
(

一
三
五
号
、
ニ
七
頁
)
に
述
べ
た

有

子
九
反
、

、
蔵
也
、
専
也
、
保
也
、
果
也
、

也
、
質
也

(
な
お
小
島

の
文
学
中
凶
』
九
一
一

』
七
五
頁
に
、
孟
子
趨
注
引
用
の
本
文
推
定
例
が
示
さ
れ
て
い

お
よ
び
『
高
葉

(
五
)

集
研
究
第
二

る
〉
。
「
在
」
の
「
存
也
」

在

存
改
反
、
察
也
、
終
也
、
見
也
、
居
也
、
存
也
(
一
〉

「
察
也
」

「
居
也
」
の
訓
義
は
、
説
文
・

、
使
也
、
治
也
、
作
也
、
行
也
、
敷
也
、
有
也
、

-
広
雅
な
ど
に
も
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
の

に
し
ば
し
ば
引
か
れ
て
お
り
、

~ì 

玉

(
残
巻
〉

助
也
、

(
一
一
)

「
在
」
に
つ
い
て
も
玉

に
こ
れ
ら
の

と
あ
る
の
で
あ
る
。

の
引
用
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

弘
法
大
師
空
海
の
撰
と
さ
れ
る

カ
原
本
系

し

ー寸

を
引
い
て
お
り
、

「
察
也
」

(
舜
典
)
の
孔
安
国
の
伝
に
「
在
、
察
也
」
と

の

の
郭
撲
の
注
に

人
麻
目
歌
集
略
体

の
助
辞
表
記
(
完
〉

五
五



人

歌
の
助
辞
表
記

2
5

五
六

あ
る
こ
と
を
前
々
稿
(
高
葉
二
三
号
、
三

O
頁
)
に
記
し
た
が
、
尚

の
子L

て
の
漢
語
を
そ
の
ま
ま
流
用
な
い
し
転
用
し
た
と
言
う
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ

安
国
の
伝
は
、

の
き
わ
め
て
多
く
引
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

た

「
上
代
文
学
と
敦
埋
文
献

道
経
・

-
『
王
党
士
山
詩
集
』

反
、
尚

を
め
ぐ
っ
て

」ー

五
集
』
昭
和
臼
年
日
月
、
「
三
『
玉

在

玉
衡
(
以
斉
-
7
七
政
司
孔
安
国
日
、
在
、
察
也
。

と
E 司

〉
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
敦
埋
・
ト
ル
フ
ァ
ン
の
写
本
に
多
数

去、

の

が
存
在
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
古
写
本
に
は
『
切
韻
』
は
絶

の
よ
う
に
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
万
象
名
義
の
「
存
改
反
、
察
也
、
・
:
」
は
、

無
で

が
比
較
的
多
く
存
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

の
古
記

そ
の
抄
出
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
前
々
稿
に
示
し
た
荘
子
(
在
宥
)
の
司
馬
彪

に
お
け
る

の
利
用
は
、
字
音
の
注
記
に
限
る
と
、

が
圧
倒
的
で
、

の
注
「
在
、
察
也
」
を
引
く
李
注
実
選
と
と
も
に
、

玉

の
利
用
も
当

"'il 

は
本
格
的
利
用
で
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
日
本
人
に
よ
る
『
切
韻
』
の

然
に
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
格
的
な
受
容
は
、

年
(
七
七
五
)

の
伊
予

人

の
略
体
歌
が
、
動
詞
「
あ
り
」
や
ア
リ
に
か
か
わ
る
助
辞
の
文

を
習
学
し
た
(
日
本
紀
略
、

月
庚
辰
条
、
卒
伝
)
の
に
始
ま
る

字
化
に
こ
れ
ら
の
訓
義
と
全
く
一
致
す
る
用
字
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
、
人
麻

こ
と
、
以
上
に
よ
っ
て
、

「
日
本
の
古
代
に
は
、

し
て
ま
ず
『
玉

の
表
記
者
が
、

の
訓
話
を
用
い
て
、
そ
れ
ら
を
文

が
受
容
さ
れ
、
や
や
遅
れ
て
八
世
紀
末
ご
ろ
か
ら
『
切
韻
』
の
本
格
的
受

字
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
そ
の
原
本
系

の
訓
義
の
利
用
は
、

容
が
始
ま
っ
た
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
根
本
的
な
理
由
と
し
て
は
、
玉

い
わ
ゆ
る

ー・1

ヲ今子け

Eりに
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
「和か
為E っ
」た

の
で
あ
る。

カ
部
首
引
き
の

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
切
韻
が
音
引
き
の

で
あ
っ

し
か
も
、

(
察
也
)

や
完
了
の

(
有
也
)
や
「
在
」

居

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
日
本
古
代
に

の
受
容
が
「
日
本
風
の
読
み

也
)
の
文
字
化
が
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
に
の
み
特
徴
的
・

に
見
え
て
い

中
心
に
な
さ
れ
」
た
か
ら

利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
。
人
麻
呂
歌

る
こ
と
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
人
麻
呂
歌

の
表
記
者
は
、
原
本
系

集
略
体
歌
の
表
記
者
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
は

指
摘
で
あ
っ
て
、
彼
も
ま

の
訓
話
を
特
に
よ
く
学
び
、
独
自
の
利
用
法
を
見
せ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
で

た
、
音
引
き
の
中
国
語
辞
典
で
は
な
く
、

の

と
し
て
の
玉

そ
し
て
、
そ
の
玉

に
よ
る
漢
字
の
使
用
は
、
け
っ
し
て
外
国
語
と
し

を
利
用
し
て
、
和
歌
の
文
字
化
を
工
夫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
和
歌
を
文
字

化
し
よ
う
と
す
る
彼
に
と
っ
て
、
漢
字
と
は
、
そ
れ
を
音
仮
名
と
し
て
利
用
す

あ
ろ
う
。



る
場
合
の
ほ
か
は
、

制
に
よ
っ
て
読
み

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の

字
一
訓
に

し
た
訓
字
の
み
に
は
限
ら
ず
、
顧
野
王
撰
の
玉
篇
や

の

メロL :けてに

けけ り 計
計

りりり

30 9 9 8 6 

12 5 

4 4 

---ーーーーー -・---・・ー，--聞・ --ー・・・--・・ F ・・--畠ー--圃ー・・・.司ー・ーーーー・

46 9 9 8 15 

31 11 515  10 4 

77 20: 5 1 14 18 19 

40 55 100 100 36 56 21 

な
の
で
あ
っ
た
。
人

の
略
体
歌
は
、
基
本
的
に

に
よ
る
「
和

き
の
歌
」

(
拙
稿
「
漢
語
の
和
訓
と

の
歌
」
国
学
院
雑
誌
昭
和

印
年
日
月
号
)
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

は
、
す
で
に
一

文
選
な
ど
に
よ
り
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
試
み
て
創
造
さ
れ
る
、
和
歌
の

文
脈
の
な
か
で
の
和
語
の
表
記
と
し
て
の
、

の
で
あ
っ
た
。

に
見
て
き
た
、
人
麻
目
歌
集
略
体
歌
に
お
け
る
「
有
」

「在」

「
為
」
に
よ
る

本
「
に
あ
り
(
な
り
)
」

〔
訂
正
〕
参
照
。

の
読
添
え
例
数
「
6
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿

の

助
辞
の
文
字
化
の
表
現
性
も
、
そ
こ
に
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

O 

「
に
あ
り
(
な
り
〉
」
は
文
字
化
比
例
に
対
し
て
読
添
え
6
例
、
「
て
あ
り
・

た
り
」
は
文
字
化
時
例
に
対
し
て
読
添
え
4
例、

「在」

「有」

「
為
」
に
よ

で
は
、
こ
れ
ら
の
助
辞
の
読
添
え
表
記
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
言
え
る

で
あ
ろ
う
か
。
本
論
に
お
い
て
考
察
し
た
、
「
在
」
「
有
L

「
為
」
に
よ
る
助
辞
の

る
文
字
化
に
対
し
て
、
そ
の
読
添
え
は
、
い
ず
れ
も
例
外
的
な
少
数
(
読
添
率

文
字
化
と
読
添
え
と
を
、
例
数
に
よ
っ
て
一

覧
す
る
と
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
割
以
内
)
で
あ
り
、
「
に
あ
り
(
な
り
)
」

の
読
添
え
は
、
否
定
の
語
の
文
字

化
や
一
首
の

に
必
要
な
語
句
の
文
字
化
を
伴
う
場
合
に
限
ら
れ
て
い

(
%
)
 

述
の
な
か
で

る
連
体
形
タ
ル
、
ま
た
確
定
の
逆
接
「
難
」
(
ど
・

た
し
、

「
た
り
」
の
読
添
え
は
、

「
吾
」
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
叙

に

あ

り

(
な
り
〉

一

文
字
化
(
例
数
)

一

在

有

為

一

計

一

一
7

7

て

ケ

5

…

5
十

5

0

t

-一1
IF
-

-

…
一日

一

ι

ι

M

1

l
一

助
辞
表
記

読
添
え
一
合

(
例
数
)

6 
* 

20 

ど
も
)
を
文
字
化
し
反
転
し
て
確
定
を
強
め
る
己
然
形
タ
レ
に
限
ら
れ
て
い
た
。

30 

半
の
「
に
あ
り
(
な
り
ど
「
て
あ
り
・
た
り
」

の
読
添
え
は
、

い
ず
れ
も
文

あヤ

り

O 

脈
上
自
然
に
読
添
え
ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
た
例
外
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
す
る
後
半
に
お
い
て
は
、

「
に
け
り
」
の
読
添
率
の
み
は
三
割
台

歌
の
助
辞
表
記

2
5

五
七



人

の
助
辞
表
記

2
5

五
八

2
-

号、、

半
々
刀

「
り
」
は
文
字
化
8
例
に
対
し
て
読
添
え
叩
例
、

「
に
け
り
」
に
「
て

叙
述
、
主
情
的

の
場
合
に
、
そ
れ
ら
は
よ
り
自
然
に
読
添
え
ら
れ
た
し
、

け
り
」

「
け
り
」
を
加
え
た
、

ケ
リ
を
含
む
助
辞
は
、
文
字
化
9
例
に
対
し
て

ま
た
「
に
あ
り
(
な
り
と
「
た
り
」

「
り
」
の
読
添
え
に
お
い
て
は
、
否
定
の

読
添
え
日
例
と
、

い
ず
れ
も
読
添
え
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
文
字
化

語
や
逆
接
の
「
雄
」

〈
確
定
ど
・
ど
も
、
仮
定
と
も
)
な
ど
他
の
語
句
や
意
味

も
「
在
」
字
の
み
で
、

存
在

「
為
」
は
け
っ
し
て
用
い
ず
、
「
り
」

8
例
は

す
る
も
の
と
イ
ル
・
オ
ル
(
居
在
)
の
意
の
も
の
の
み
を
「
在
」

v
h
Mり
h
v

と
文
字
化
し
、
「
に
け
り
」

9
例
は
観
察
・
確
認
の
意
の
強
い
も
の
の
み
「
在
」

と
文
字
化
し
て
、
他
は
す
べ
て
読
添
え
で
あ
る
。
リ
も
ケ
リ
も
、

添
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「有」

の
強
い
助
辞
を
文
字
化
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
は
文
脈
上
い
っ
そ
う
容
易
に
読

人

の
表
記
者
は
、
定
型
和
歌
中
の
和
語
の
表
記
と
し
て
の

一
首
の
文
脈

表
現
性
を
求
め
て
、
で
き
る
だ
け
訓
読
漢
字
に
よ
っ
て
ア
リ
系
統
の
助
辞
を
文

上
容
易
に
読
添
え
表
記
と
し
う
る
助
辞
と
い
う
べ
く
、
特
殊
な
表
現
性
を
求
め

り

に

け

り

て
「
在
」

8
例
、
「
在
」

9
例
の
文
字
化
が
得
ら
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
だ
ろ

字
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
持
情
主
体
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
表
現

や
他
の
語
句
・
助
辞
の
文
字
化
な
ど
に
よ
っ
て
文
脈
上
容
易
に
読
添
え
ら
れ
る

う

よ
う
な
場
合
に
は
、
助
辞
の
文
字
化
を
な
る
べ
く
節
約
し
て
読
添
え
さ
せ
る
よ

読
添
率
の
低
い
「
に
あ
り
(
な
り
〉
」
「
て
あ
り
・
た
り
」
は
動
詞
ア
リ
の
自

う
に
表
記
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

立
性
が
強
い
の
に
対
し
て
、

の
官
向
い
「
り
」

「
に
け
り
・
て
け
り
・
け

人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
の
表
記
者
は
、
高
葉
集
一
般
の
助
辞
表
記
に
比
し
て
、

字
化
に
「
在
」
と
「
有
」

り
」
は
、
動
詞
ア
リ
の
融
合
が
必
ず
し
も
自
明
と
は
言
い
が
た
い
。
前
者
の
文

「
為
」
が
通
用
せ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
文

よ
り
独
創
的
・
特
徴
的
な
訓
読
漢
字
に
よ
る
助
辞
の
文
字
化
を
試
み
て
お
り
、

字
化
が

「在」

の
み
で
あ
り
、

「
存
也
」

の
意
を
特
に

あ
る
い
は

よ
り
効
率
的
に
助
辞
を
読
添
え
と
し
う
る
よ
う
な
表
記
(
こ
れ
を
省
略
的
に
見

-
-
リ
デ
テ
イ
ダ
ス
，
イ
ル

で
「
略
体
」
の
表
記
と
呼
ぶ
)
を

、

え
る
ス
タ
イ
ル
の
表
記
と
い

「
居
也
」

「
察
也
」
の
前
者
に
見
ら
れ
な
い
字
義
に
よ
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の

求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
表
記
は
、
け
っ
し
て
文
字
の
省
略
を
目
的
と
し

こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
存
在
動
詞
ア
リ
の
自
立
性
の
弱
い
リ
・
ケ
リ
は
、

た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
文
字
化
し
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
も
な
く
、

文
脈
上
比
較
的
自
然
に
読
添
え
表
記
と
し
え
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
外
国
語
と
し
て
の
漢
語
・
漢
字
を
和
語
と
の
対
応
を
無
視
し
て
流
用
し

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、

「
た
り
」

「り」

「
に
け
り
・
て
け
り
・
け
り
」
の

た
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
表
記
者
は
、
漢
字
を
い
か
な
る
意
味
で
い
か
な
る
和

に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
持
情
主
体
「
吾
」
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た

盟
問

し
て
用
い
る
か
に
工
夫
を

し
て
い
る
の
で
あ



り

• 

)
の
表
記
・
表
現
と
し
て
、
そ
の
一
首
の
文

〔
訂
正
〕

の
枠
組
の
中
で
、

い
か
に
和
語
を
文
字
化
し
読
添
え
さ
せ
る
か
に

本
誌
=
三
号
(
平
成
元
年
三
月
〉

の
「
三
、
『
に
あ
り
〈
な
り
と
の

な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

文
字
化
と
読
添
え
」
の
項
で
、
二
六
頁
上
段
の
「

ω
ニ
ア
リ
(
ナ
リ
〉
の
読
添

え
5
例
」
と
あ
る
の
は
「
6
例
」
の
誤
り
。
そ
し
て
、

B
1
2
3
の
一
一
一
首
の
次

腐
心
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
字
化
も
読
添
え
も
和
歌
の
表
記
の
両
面
に
ほ
か

そ
の
一
典
型
を
開
示
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
人

の
表
記
を
寓

C' 
4 
τと
ロ
哉
雄
レ

不
レ

直E
Zl 
T 

t 

本
論
は
、

ア
リ
系
統
と
目
さ
れ
て
い
る
助
辞
の
表
記
の
具
体
相
を
通
じ
て
、

の
上
で
初
期
の
段
階

る
も
の
と
す
る
稲
岡
耕
二
氏
の
見

を
追
加
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
C
4」
は
「
5
」
に
、
(m
・
二

O
三
一
)

「
5
」
は
「
6
」

化
と

と
に
よ
る
、

主
と
す
る
定
型
和
歌
の
表
記
と
し
て
、

改
め
る
。
た
だ
し
、
本
論
の
主
旨
に
大
き
な
変
更
は
な
い
。
打
消
の
「
不
」
の

文
字
化
に
よ
っ
て
、
状
態
を
示
す
C
ナ
リ

の
語
尾
)
の
読
添
え
と

解
は
大
筋
に
お
い
て
肯
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
表
記
は
、
文
字

高
葉
和
歌
の
訓
字
主
体
表
記
に
つ
な
が

を
も
有
し
て
い
る
こ
と
を
特

な
る
例
が
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

対
す
る
自
覚
の
も
と
に
、
そ
の

一
首
の
文
脈
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

に
言
っ
て
お
き
た
い
。
そ
の
普
遍
性
は
、
和
歌
の
定
型
(
短
歌
・
旋
頭
歌
)
に

を
主
と
し
て
訓

も
っ
て
表

llx 
行な
)お
は、
、同

、
一
二
頁
下
段
の
終
り
か
ら
ニ
行
自
の
(
向
上
一
九
四
頁

(
向
上
一
九
九
頁
ロ
行
)
の
誤
り
。

記
・
表
現
し
よ
う
と
し
、

(
わ
た
せ

ま
さ
た
だ
・
実
践
女
子
大
学
教
授
〉

た
と
こ
ろ
に
、

れ
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

人

の
助
辞
表
記

2
5

五
九



高
葉
尚
子
会
第
四
十
三
回
全
国
大
会
開
催
要
項

四
十
三
回
全
国
大
会
を
、
平
成
二
(
一
九
九
O
)

年
十
月
十
三
日

J
十
六
日
に
、
専
修
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
要
領
で
開
催
致
し
ま

す
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
公

会日
場時講挨

『演拶

ー

一、

高
葉
学
会
第
四
十
三
回
全
国
大
会
開
催
要
項

六
O

会
場
専
修
大
学
神
田
校
舎
三

O
三
教
室

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
〉

巻

作

考

作

者

と

保

持

者

国
学
院
大
学
大
学
院
横
山

泣
血
哀
働
歌
或
本
歌
の
性
格
|
|

帝
塚
山
学
院
大
学
鉄
野

を
中
心
に
1

4

土
浦
短
期
大
学

大
土

峯
三

「
打
蝉
」
と
「

昌
弘

家
持
の
二
つ
の

田
中

(
一

T
m

午
後
一
時
よ
り
五
時
三
十
分
ま
で

三
O
三
教
室

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
三
|
八

O
三
|
一
一
六
五
|
六
一
一
一
一
例
)

専
修
大
学
学
長

弘和
測子秀

十
月
十
三
日
ハ
土
)

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

古
事
記
の
助
字
法
「
於
」
を
中
心
に

西

保

勉

国
土
館
大
学

万
葉
集
諸
本
に
お
け
る
字
音
仮
名
「
豆
」
「
忌
」
に
つ
い
て

群
馬
県
立
女
子
大
学
北
川

「

た

ぎ

っ

白

波

」

考

香

川

大

学

岡

内

「

山

柿

之

門

」

に

つ

い

て

千

葉

商

科

大

学

江

口

「

明

日

よ

り

は

」

と

う

た

う

意

味

岡

山

大

学

渡

辺

当
日
は
日
曜
日
の
た
め
、
付
近
の
食
堂
は
多
く
休
業
で
す
。
弁
当
の
予
約

を
受
け
付
け
ま
ず
か
ら
、
御
利
用
の
方
は
お
申
込
み
下
さ
い
(
代
金
、
千
円
〉
。

回
、
高
葉
研
修
掠
行
〈
あ
づ
ま
ぢ
の
道
の
は
て
な
る
国
へ
〉

〔
第
一
日
〕
十
月
十
五
日
(
月
〉

東
京
駅
八
重
洲
南
口
〔
午
前
八
時
三
十
分
、
高
速
パ
ス
乗
場
集
合
〕
|
|

市
川
・
真
閑
|
|
香
取
神
宮
潮
来
〔
昼
食
〕

l
i
鹿
島
神
M
|
|
霞

ヶ

浦

(

麻

生

町

天

王

崎

・

石

岡

・

国

分

寺

・

国

分

尼

寺
跡
大
洗
〔
宿
泊
〕

望
月
清
司
氏

中
・
下
巻
の
構
造
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授

音
井
大
野

晋巌
氏氏

和
歌
の
歌
体
の
源
流

上
代
に
お
け
る
漢
語
的
表
現

学
会
代
表

十
月
十
三
日
(
土
〉
午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で

専
修
大
学
神
田
校
舎
報
恩
の
間
(
十
五
階
)

六
千
円

三
、
研
史
発
表
会

日
時
十
月
十
四
日
(
日
)

会日
場時

午
前
十
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で



〔
第
二
日
〕
十
月
十
六
日
(
火
〉

大
洗
!
勝
目
・
虎
塚
古
墳
・
十

l
l
つ
く
ば
・
つ
つ
じ
ケ
丘
〔
昼
食
〕

山
)
|
|
筑
波
山
神
社
|
|
東
京
駅
八

十
分
予
定
〕

R

用
二
万
八
千
円

宿
泊
先
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

O
想

・

弁

当

・

掠

行

の

申

込

み

懇
親
会
・
弁
当
(
十
四
日
)
・
研
修
怯
の
お
申
込
み
は
、
左
記
振
替
口

座
へ
の
費
用
振
込
み
を
以
て
受
け
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
、
費
用
の
内
訳
を
明
記
の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

郵
便
振
替
横
浜
三
|
一
二
九
八

O
万
葉
学
会

申
込
み
締
切
り
九
月
三
十
日
(
但
し
、
研
修
旅
行
は
、
申
込
み
順
九
十

名
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
)

O
問
合
せ
先

干
山
神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
東
三
田
二

l
一
l
一

専
修
大
学
生
田
校
舎
六
号
館
橋
本
研
究
室

(
A
四
八
〉

電
話

O
四
四
!
九
一
一
|
七
一
一
ニ
一
間

内
線
六
号
館
二
九
四
八

*
電
話
は
火
曜
日
午
前
・
水
曜
日
午
後
に
限
り
ま
す
。
な
る
べ
く
郵
便
で
お

問
合
せ
下
さ
い
。

*
会
場
〈
神
田
校
舎
)
と
事
務
取
扱
の
場
所
(
生
田
校
舎
)
と
が
異
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
御
注
意
下
さ
い
。

*
出
張
懇
請
書
を
御
入
用
の
方
は
、
返
信
用
切
手
を
同
封
の
上
、
学
会
本
部

(
関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
)
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

O
宿
泊
案
内

今
回
の
開
催
地
は
東
京
で
す
の
で
、
特
に
御
案
内
は
致
し
ま
せ
ん
。
会
員

各
位
に
お
い
て
適
宜
御
用
意
下
さ
い
。

群
i

水

戸

・

井

筑
波
山
(
女
体
山
・
男
体

午
後
五
時
三

口

昼
食
〔
第
一
日
〕

ハ
八
八
一

O
二
九
二
|
六
七

l
一
一
一
一
一
〉

潮
太
富
・
ム
屋
ホ
テ
ル

(
茨
城
県
行
方
郡
潮
来
町
潮
来
一

O
二

電
話

O
二
九
九
|
六
二
l
二
0
0
0〉

筑
波
山
京
成
ホ
テ
ル

(
茨
城
県
つ
く
ば
市
筑
波
一

電
話

O
二
九
八
|
六
六

l
O八
三
一
〉

*
天
候
・
道
路
状
況
な
ど
に
よ
り
予
定
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

*
集
合
口
刻
を
厳
守
し
て
下
さ
い
。
遅
刻
さ
れ
た
方
は
、

J
R
秋
葉
原
駅
も

し
く
は
お
茶
ノ
水
駅
で
総
武
木
線
に
乗
り
、
市
川
駅
で
下
車
、
南
口
出
口

付
近
で
お
待
ち
下
さ
い
。
九
時
十
分
頃
お
よ
び
十
時
二
十
分
頃
に
立
ち
寄

り
ま
す
。

*
第
二
日
は
、
東
京
駅
八
重
洲
南
口
で
解
散
の
予
定
で
す
が
、
首
都
高
速
道

路
の
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
状
況
次
第
で
は
最
寄
り
の
J
R
常
盤

線
の
駅
で
解
散
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
御
了
承
下

さ
い
。

一日〕

四
十
三
回

大
会
開
催
要
項

六一



専修大学所在地案内図 r

四
十
三
回
全
国
大
会
開
催
要
項

上野

秋葉原

高田馬場

「中号線j

生田校舎

向
ケ
丘
遊
園
駅

主"ノゲ

六一一

く神田校舎〉

OJR水道橋駅(新宿寄改札口〉より徒歩7分
O地下鉄東西線九段下駅より徒歩3分。
0地下鉄都営三回線神保町駅より徒歩3分。
O地下鉄都営新宿線神保町駅より徒歩2分。
O地下鉄半蔵門線神保町駅より徒歩2分。



会

員

名
指畠

補
訂

I . 

/、

一一

会 名 補訂

氏 名 住 所

入会

奥田俊博 359 所沢 19 

奥田玲子 700 岡山 島桑の木町6 2 岡大女子寮

村真希 700 岡山市津島桑の木町6 2 岡大女子寮

千 700 岡山市学南町2 7 41 3 プレーヌ第ll302

草野 隆 330 大富市富

甲子
西宮市瓦林町4 25 663 図

作 田浩美 712 倉敷市中畝3 14 38 

塩見知子 708 津山市沼81 5 

相馬 代子 700 岡 7 13 3 

田 中窒吾 583 羽曳野市羽曳が丘3 13 4 

辻 奈保子 700 岡山市伊島町2 20 26 ベルピ伊島301

田雅子 700 岡 島新野1 8 20 
サンディスク しずかわ202

三島千鶴 335 -5 608 

住所変更(表示変更・改姓を含む)

安部清哉 233 横浜市港南区港南台7 46 22 

及川智早 166 東京都杉並区阿佐ヶ谷南3 20 5 

金 美 700 岡山市津島桑の木町6 1 留学生寮409

話番号

0862-55-7907 

0486-52-7694 

0798-67-2100 

0864-55-9795 

0868-23-7092 

0862-54-9643 

0729-56-2631 

0862-55-4098 

0862-53-0483 

045-831-3323 

03-391-7896 

0862-52-5733 

熊倉 780 高知市稲荷町170 1 セノレヴィ21知寄町607 畠中方

白井伊津子 300-32つくば市花畑136 アーパン花畑1 103 

回友紀子 381 長野市大字徳間1594 公務員住宅534

千歳 567 茨木市庄3 14 14 きしベ荘15号

中村智絵 760 高松市松福町2 13 7 

ラ・パルプェ・ド・コゼット801 0878-23-4328 

一東 茂美 838-01小郡市津古230 6 

宮内 謙 180 武蔵野市緑町214 武蔵野三洋寮 0422-51-7595 

村田右富実 011 札幌市北区北34条西5 1 24 コーポラス栄E 201 

日 新 100007中国北京市張自忠路3号東院

中国社会科学院日本研究所



。
本
年
度
全
国
大
会
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
す
る
。

修
大
学
で
は
、
既
に
い
ろ
い
ろ
と
御
準
備
下
さ
っ

て
い
る
。
会
員
諸
氏
に
は
、
開
催
要
項
を
御
覧
の

上
、
多
数
御
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

O
山
崎
氏
の
論
は
昨
年
度
全
国
大
会
の
研
究
発
表
に

よ
る
も
の
、
渡
瀬
氏
の
論
は
今
号
で
完
と
な
る
。

今
後
と
も
、
諸
氏
の
積
極
的
な
御
投
稿
を
期
待
し

て
い
る
。

O
二ニ
O
号
か
ら
数
え
て
七
号
、
編
集
委
員
長
二
年

の
任
期
を
終
え
る
。
八
号
刊
行
す
る
の
は
近
年
な

か
な
か
困
難
で
、
嘘
八
百
な
ら
ぬ
嘘
八
号
と
い
う

言
い
方
ま
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

掲
載
さ
れ
た
論
文
の
一
つ
一
つ
、
二
度
の
全
国
大

会
の
あ
れ
こ
れ
、
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
多
い
。

こ
の
間
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
も
多
く
、
こ
こ
に

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
今
些
か
の
疲
労
を
覚

え
る
が
、
秋
に
お
会
い
で
き
る
こ
ろ
に
は
元
気
で

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
な
お
、
編
集
後
町
を
七

回
と
も
同
じ
行
数
で
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

次
期
編
集
委
員
長
は
内
田
賢
徳
(
う
ち
だ

の
り
〉
氏
、
長
い
論
文
を
執
筆
す
る
力
が

の
他
に
も
生
か
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
る
。

fま

i2 

o 
お

o 

て
本
会
は
随
時
、
に
す
る
見
学
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
入
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部

便
番
号
五
六
五
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

1 

、

雑

誌

の

は

学

会

本

部

あ

て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
学
会

費
の
現
金
〈
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

規

定

会
員
に
限
る
。

に

す

る

各

分

野

の

研

究

論

郵

一
、
内
容
は

文。
一
、
分
量
は
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
〈
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高

葉

串

曾

会

則

一
、
本
会
は
寓
葉
皐
曾
と
称
す
る
。

て
寓
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

て

会

員

の

研

究

発

十

と

し

て

葉
」
を
発
行
す
る
。

印
刷
問
問
舎

平
成
二
(
一
九
九
O
)
年
七
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
二
(
一
九
九
O
)
年
七
月
三
十
一
日
発
行

頒
価

七
百
五
十
円

一T
山

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

電
話

8
5
三
八
八

l
-
一
二
一

〈
内
線
五

O
二
一
)

葉

皐

曾

代

表

者

小

島

憲

之

振
替
大
阪
0
1
ニ
九
一
四
七
番

円
九
一

C
I
8
地

部

重

注
二
O
O

編
集
・
発
行

高

~T 
這 601
事兼・11
務
取
扱

大

ま
そさ

代
表
者

電
話
(
口
蓋
)
七
八
一

ー寸





平
成
二
年
七
月
三
十
一
日
発
行

高

七
百
五
十
円

送
料
三
十
一
円


